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	7.4　「ギャンブル等依存が疑われる者」のギャンブル行動
	7.4 　「ギャンブル等依存が疑われる者」のギャンブル行動

「ギャンブル等依存が疑われる者」（SOGS得点5点以上）におけるギャンブル等行動（経験したギャンブル等の種類、最もお金をつぎ込んだギャンブル等）について集計した。

（１）SOGS 5点以上-過去１年間で経験したギャンブル等の種類（男女別）
【問13】	【問12】で〇をつけたギャンブル等について、過去１年間はどのくらいの頻度で行っていましたか。（各項目単一選択）
【過去1年間で経験したギャンブル等の種類（男女別の割合）】
SOGS得点5点以上の者における過去1年間で経験したギャンブル等の種類は、全体でパチンコ（90.9％）が最も多く、次いで競馬（72.7％）が多かった。（図表29）

図表　29　SOGS５点以上-過去１年間で経験したギャンブ
ル等の種類

	ギャンブル等の種類
	全体
（n＝22）

	パチンコ
	20　（90.9％）

	パチスロ
	13　（59.1％）

	競馬
	16　（72.2％）

	競輪
	3 （13.6％）

	競艇（ボートレース）
	6 （27.3％）

	オートレース
	1　（4.5％）

	宝くじ（ロト・ナンバーズ等含む）
	13　（59.1％）

	サッカーくじ
	3 （13.6％）

	証券の信用取引、先物取引市場への投資、FX
	2 （9.1％）

	インターネットを使ったギャンブル（競馬、競輪などを除く）
	1 （4.5％）

	海外のカジノ
	2 （9.1％）

	その他のギャンブル
	2 （9.1％）



	7.4 　「ギャンブル等依存が疑われる者」のギャンブル行動

「ギャンブル等依存が疑われる者」（SOGS得点5点以上）におけるギャンブル等行動（経験したギャンブル等の種類、最もお金をつぎ込んだギャンブル等）について集計した。

（１）SOGS 5点以上-過去１年間で経験したギャンブル等の種類

(略)


【過去1年間で経験したギャンブル等の種類】

SOGS得点5点以上の者における過去1年間で経験したギャンブル等の種類は、全体でパチンコ（72.7％）が最も多く、次いで、パチスロ、競馬（45.5％）が多かった。（図表29）

図表　29　SOGS５点以上-過去１年間で経験したギャンブル等の種類
	ギャンブル等の種類
	全体
（n＝22）

	パチンコ
	16　（72.7％）

	パチスロ
	10　（45.5％）

	競馬
	10　（45.5％）

	競輪
	1  （4.5％）

	競艇（ボートレース）
	3 （13.6％）

	オートレース
	0　（0.0％）

	宝くじ（ロト・ナンバーズ等含む）
	7　（31.8％）

	サッカーくじ
	2　（9.1％）

	証券の信用取引、先物取引市場への投資、FX
	0　（0.0％）

	インターネットを使ったギャンブル（競馬、競輪などを除く）
	1　（4.5％）

	海外のカジノ
	0　（0.0％）

	その他のギャンブル
	1　（4.5％）
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	９　調査結果の考察
	（１）大阪府民のギャンブル等行動
①　（略）
②　ギャンブル等開始年齢
（略）　さらに18歳未満で開始している人が6.1％（64名）おり、開始年齢が低いことはギャンブル障害のリスク要因である２）と報告されていることから、子どもへの予防教育だけではなく、周囲の大人への啓発や、子どもがギャンブル等をできないような仕組みなどが必要と考えられる。
	（１）大阪府民のギャンブル等行動
①　（略）
②　ギャンブル等開始年齢
（略）　さらに、18歳未満で開始している人が6.4％（67名）おり、開始年齢が低いことはギャンブル障害のリスク要因である２）と報告されていることから、子どもへの予防教育だけではなく、周囲の大人への啓発や、子どもがギャンブル等をできないような仕組みなどが必要と考えられる。
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	９　調査結果の考察
	（２）「ギャンブル等依存が疑われる者」の割合の推計
①　回収率
　　　（略）
②　SOGS、PGSIでの評価
SOGSでは、1.3％が「ギャンブル等依存が疑われる者」であった。ただし、SOGS 5点以上を示す者はDSM-5による診断基準を満たすものよりも多いと言われており、SOGS 5点以上の者が必ずしもギャンブル等依存症を意味するわけではない3)。
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①　回収率
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②　SOGS、PGSIでの評価
SOGSでは、1.3％が「ギャンブル等依存が疑われる者」であった。ただし、SOGS 5点以上を示す者はDSM-5による診断基準を満たすものよりも多いと言われており、SOGS 5点以上の者が必ずしもギャンブル等依存症を意味するわけではない４）。
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